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この設定ガイドは、以下の機種に対応しています。

・・・・・XR-350/DESXR-350/DESXR-350/DESXR-350/DESXR-350/DES
・・・・・XR-360XR-360XR-360XR-360XR-360シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品
・・・・・XR-380/DESXR-380/DESXR-380/DESXR-380/DESXR-380/DES
・・・・・XR-410XR-410XR-410XR-410XR-410シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品
・・・・・XR-440/CXR-440/CXR-440/CXR-440/CXR-440/C
・・・・・XR-640/CDXR-640/CDXR-640/CDXR-640/CDXR-640/CD
・・・・・XR-1000 XR-1000 XR-1000 XR-1000 XR-1000 ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアver 2.0ver 2.0ver 2.0ver 2.0ver 2.0以降以降以降以降以降
・・・・・XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに



この設定例は、インターネットへの接続とフレッツ・グループアクセス の利用を同時におこなう場合に必要な設定例です。
フレッツ・グループアクセス プロ 端末型アドレス払い出しとフレッツ・グループアクセスライトでの利用にお使いいた
だける設定例となります。

設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順

(a)XR #1 ⇔ XR #2間でフレッツ・グループアクセスを経由し
て接続、XR #1の主回線でインターネットに接続、LAN1 からは
インターネットとグループアクセスへの同時アクセスを可能と
する。

(b)端末型払い出しにつき、フレッツグループアクセス経由の接
続についてXR #1とXR #2ともに、IPマスカレードとバーチャ
ルサーバ設定をおこなう。



[a-1][a-1][a-1][a-1][a-1]インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

それぞれのLANに合わせて、Ether0ポートのIPアドレス、ネットマスクを設定してください。



[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE 接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定11111

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

接続先設定1にインターネット接続のための設定をし
ます。
→ ユーザーIDとパスワード、DNS設定など。

接続先設定1にフレッツグループアクセス接続のため
のユーザーIDとパスワードを設定します。

さらに、フレッツグループアクセスで割り当てられる
IPアドレスを設定してください。



[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE 接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定22222

接続先設定2にフレッツグループアクセス接続のため
の設定をします。ユーザーIDとパスワードを設定しま
す。

さらに、フレッツグループアクセスで割り当てられる
IPアドレスを設定してください。

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>



[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE 接続設定接続設定接続設定接続設定接続設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

主回線が自動的にデフォルトゲートウェイに設定され
ますので、ISP接続を主回線、グループアクセス接続
をマルチ接続に設定します。
IPマスカレードは必ず[有効]に設定してください。

端末型接続ですので、IPマスカレードは必ず[有効]に
してください。



[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE接続設定接続設定接続設定接続設定接続設定     マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

マルチ接続 #2を「有効」に設定して、接続先は「接
続先2」を選択して下さい。
端末型接続となりますので、IPマスカレードを必ず
「有効」にしてください。
また閉域網を介しての接続となりますので、ステート
フルインスペクションは無効としています。

マルチ接続側は、フレッツグループアクセスに接続す
る設定にしています。



[c][c][c][c][c]バーチャルサーバ設定バーチャルサーバ設定バーチャルサーバ設定バーチャルサーバ設定バーチャルサーバ設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

端末型接続となりますので、相手先からLAN内のホス
トとの通信を可能にするためのバーチャルサーバ設定
をおこないます。

サーバーのアドレスにホストのIPアドレスを設定しま
す。インタフェースは「PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - マルチマルチマルチマルチマルチ#2#2#2#2#2」を選
択します。

この設定例では、LAN内のある1台のホストが相手先
とすべての通信をおこなう設定となります。プロトコ
ル・ポートごとに振り分けるときは、個別に設定を追
加してください。

端末型接続となりますので、相手先からLAN内のホス
トとの通信を可能にするためのバーチャルサーバ設定
をおこないます。

サーバーのアドレスにホストのIPアドレスを設定しま
す。インタフェースは「PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - 主回線主回線主回線主回線主回線#2#2#2#2#2」を選
択します。

この設定例では、LAN内のある1台のホストが相手先
とすべての通信をおこなう設定となります。プロトコ
ル・ポートごとに振り分けるときは、個別に設定を追
加してください。



[d][d][d][d][d]転送フィルタ設定転送フィルタ設定転送フィルタ設定転送フィルタ設定転送フィルタ設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

マルチ接続側でステートフルインスペクションを有効
にしているときは、転送フィルタを設定してくださ
い。

あて先アドレスにホストのIPアドレスを設定します。
インタフェースは「PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - マルチマルチマルチマルチマルチ#2#2#2#2#2」を選択し
ます。

この設定例では、LAN内のある1台のホストが相手先
とすべての通信をおこなう設定となります。プロトコ
ル・ポートごとに振り分けるときは、個別に設定を追
加してください。

主回線接続でステートフルインスペクションを有効に
しているときは、転送フィルタを設定してください。

あて先アドレスにホストのIPアドレスを設定します。
インタフェースは「PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - 主回線主回線主回線主回線主回線#1#1#1#1#1」を選択し
ます。

この設定例では、LAN内のある1台のホストが相手先
とすべての通信をおこなう設定となります。プロトコ
ル・ポートごとに振り分けるときは、個別に設定を追
加してください。



[e][e][e][e][e]スタティックルート設定スタティックルート設定スタティックルート設定スタティックルート設定スタティックルート設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

デフォルトルートは主回線接続側に向いているため、
そのままではフレッツグループアクセスの対向拠点に
対してアクセスできません。
したがいまして、対向拠点へのスタティックルート設
定を追加してください。

「ホスト」を選択します。
アドレスにはXR #2の IPアドレスを設定します。
ネットマスクは空欄にします。
インターフェースは「PPP/PPPoE - マルチ#2」を選択
します。

XR #2についてはスタティックルート設定は必要あり
ません。

以上ですべての設定は完了です。設定後にPPPoE接続
を開始してください。

[f][f][f][f][f]運用上の注意運用上の注意運用上の注意運用上の注意運用上の注意

フレッツグループアクセスについては端末型接続とな
るため、相手側と通信する際はそれぞれのXRで設定し
たバーチャルサーバ設定にしたがったアクセスのみ可
能となります。

当設定例では、LAN 1からは192.168.20.xxxのホスト
と、LAN 2からは192.168.10.xxxのホストとのみ通信
が可能となります。
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